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※送迎は計画上可能な範囲で、の実施
　となりますので下記までお問合わせ
　ください。

新しいお友だちが増えました新しいお友だちが増えました

☎0853-77-6063 

　４月１日から新しく小学１年生３名、中学１年生1名が利用され新年度がスタートしました。
毎日元気な声が響き渡り、賑やかに過ごされています。春休み中の自由時間では、小学生と中学生が一緒に遊ばれ
る姿も見られました。小学生が困っていると中学生がしっかり小学生をサポートしてくれ、その姿がとても頼もしく感
じられました。毎日の活動プログラムにも、「今日は何をするの？」と楽しみにされています。
　また、スタッフも4月から作業療法士2名が入職されました。医療面での知識、技術、経験を生かした専門的支援
を行っていきます。
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QRコード



3月の活動報告3月の活動報告
　日常の場面を想像しながら、その時の自分の気持ちをプリントに書きました。スタッフが事前に気持ちリストを作
成して、気持ちを表す言葉と意味を分かりやすく示して行いました。「学校に遅刻しそう」という場面では、自分の気持
ちに当てはまる言葉を気持ちリストの中から探し、「不安」と記入されていました。
記入後は、友だち同士でインタビューにも挑戦され、それぞれの気持ちの表現の違いがあることに気づかれていました。

　フェルト生地を使い裁縫で４つ穴のボタン付
けをしました。スタッフが手本を見せてから行い
ましたが、実際に縫い針を手にすると緊張から不
安になられるお友だちもおられました。工程ごと
にゆっくり説明をしながら行うと最後まで自分
でボタンを縫うことができ、最後まで一人ででき
たことに達成感を感じられていました。完成した
作品は、４月から利用される新一年生さんのボタ
ン付け練習にも使う予定です。

ゆっくりすれば
大丈夫！

　ホワイトボードに並べられた①～⑳まで
の数字を、順番にタッチしていくゲームに
チャレンジしました。数字を並べる役、数
字をタッチする役を交代でやりました。数
字を並べる役の人は、相手が数字を見つけ
にくいよう角に置いたり、数字を逆さまに
置くなど工夫をされていました。数字が見
つけにくい時も、一歩後ろに下がって視野
を広げ視点を変えて探されていました。
２回目は⑳～①の順番で行うと
、少し戸惑いながら一生懸命
数字を数えながら探されてい
ました。

①気持ちリストの中から当てはまる言葉を
考えられているところです。「この気持ちっ
て何だろう。」とスタッフに相談しながら取
り組まれていました

②数字を順番に数えながら探されています。
「これは 6 かな？ 9 かな？」と逆さまの数字
に戸惑われていましたが、とても楽しく取り
組まれたようです。

①「まだ見たらだめだよ！」「もういい？」
とお互いに確認し合いながらされていまし
た。「難しくしないでね！」と数字を探す
役はドキドキです。

②恥ずかしさから
インタビューをす
るのに時間がかか
ることもありまし
たが、勇気を出し
て最後まで頑張ら
れました。
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活動プログラムの内容の詳細を一部抜粋しています。

                 

4月 4 日（月）実施予定 4月 5日（火）実施予定

4月 1 5 日（金）実施予定4月 1 5 日（金）実施予定
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4月活動プログラムの詳細


